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❶
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有

期
雇
用
労
働
者
と
の
間
の
不
合
理

な
待
遇
差
が
禁
止
さ
れ
ま
す

❷
事
業
主
は
、パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有

期
雇
用
労
働
者
か
ら
求
め
が
あ
っ

た
場
合
、「
正
社
員
と
の
待
遇
差
の

内
容
や
理
由
」な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

❸
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
紛

争
解
決
援
助
が
利
用
で
き
ま
す

宮
城
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
室
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０
２
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２
９
９
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８
４
４

　

令
和
３
年
春
季
全
国
火
災
予
防

運
動
が
、３
月
１
か
ら
７
日
ま
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

❶
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
❷
ス

ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
❸
ガ
ス

こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、必
ず
火
を
消
す

❶
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
❷

寝
具
や
衣
類
、カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を

使
用
す
る
❸
火
災
を
小
さ
い
う
ち

２
月
18
日（
木
）〜
３

月
18
日（
木
）（
土
日
、祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

分
）の
期
間
、総
務
部
総
務
課（
迫

庁
舎
２
階
）で
交
付
し
ま
す

申
込
用
紙
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は
総
務
課

で
配
布
し
て
い
ま
す
。申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、必
要
書

類
を
添
付
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ

い▼
個
人
＝
❶
住
民
票
❷
印
鑑
証
明

書
❸
本
籍
地
の
市
町
村
長
の
発
行

す
る
身
分
証
明
書
❹
身
分
証（
運

転
免
許
証
、健
康
保
険
証
な
ど
の

写
し
）／
各
１
通

▼
法
人
＝
❶
法
人
登
記
簿
謄
本
❷

代
表
者
の
印
鑑
証
明
書
／
各
１
通

※
詳
細
は
、電
話
な
ど
で
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い

総
務

部
総
務
課（
財
産
係
）
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迫
町
佐
沼
字
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江
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―
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令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
パ
ー

ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
が

全
面
適
用
さ
れ
ま
す
。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

年
金
加
入
者
は
、職
業
な
ど
に

よ
り
、３
つ
の
種
別
に
分
か
れ
ま

す
。20
か
ら
60
歳
ま
で
の
間
に
種

別
が
変
わ
る
場
合
は
、届
け
出
が

必
要
で
す
。

　

給
料
か
ら
保
険
料
が
天
引
き
に

な
る
会
社
員
な
ど
と
異
な
り
、自

営
業
者
、農
業
従
事
者
、学
生
な

ど
の
第
１
号
被
保
険
者
は
、自
分

で
保
険
料
月
額
１
万
６
５
４
０
円

（
令
和
２
年
度
時
点
）を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。加
入
手
続
き

㊋

㊌

◉

☎

後
、納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、銀
行
、農
協
、信
用
組
合
、信
用

金
庫
、郵
便
局
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
や
電
子
納
付
で
支
払
う

か
、口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。収
入
が
無
く
、納
付
が
困
難
な

場
合
は
、申
請
に
よ
っ
て
保
険
料

を
免
除
ま
た
は
猶
予
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。学
生
に
は
、学
生
納
付

特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、年

金
事
務
所
ま
た
は
最
寄
り
の
総
合

支
所
市
民
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
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２
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▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
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５
８
）２
１
６
６

に
消
す
た
め
、住
宅
用
消
火
器
を

設
置
す
る
❹
お
年
寄
り
や
身
体
の

不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
、隣
近

所
の
協
力
体
制
を
作
る

「
そ
の
火
事
を 

防
ぐ
あ
な
た
に  

金
メ
ダ
ル
」

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
は
台

所
、寝
室
、階
段
の
天
井
面
に
取
り

付
け
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
が
義

務
化
さ
れ
て
か
ら
、10
年
以
上
が

経
過
し
ま
し
た
。住
宅
用
火
災
警

報
器
の
電
池
の
寿
命
は
約
10
年
で

す
。ま
た
、設
置
後
、10
年
以
上
経

過
し
た
も
の
は
、電
子
部
品
な
ど

の
劣
化
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、本

体
の
交
換
を
お
勧
め
し
ま
す
。

消
防
本
部
予
防
課

（
予
防
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

❶
❷
❸

収入増加などで扶養から外れ
たとき 第１号

被保険者
各総合支所
市民課扶養している配偶者が 65歳に

なったとき

就職して厚生年金や共済年金
に加入したとき

第２号
被保険者 勤務先

扶養している配偶者の勤務先
が変わったとき

第３号
被保険者

配偶者の
勤務先

退職したとき 第１号
被保険者

各総合支所
市民課

退職して第２号被保険者であ
る配偶者の扶養に入ったとき

第３号
被保険者

配偶者の
勤務先

就職して厚生年金に加入した
とき

第２号
被保険者 勤務先

第２号被保険者である配偶者
の扶養に入ったとき

第３号
被保険者

配偶者の
勤務先
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